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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メタＫＧ信号を計算する方法であって、
　サンプル中の関心領域を少なくとも１つの光源で照らすステップであって、前記光源は
近赤外（ＮＩＲ）光源及び／又は可視光源である、前記照らすステップと、
　前記関心領域の画像を取得するステップと、
　前記取得画像を処理して、前記取得画像に関連付けられたメタデータを取得するステッ
プと、
　前記取得画像に関連付けられた前記メタデータから前記メタＫＧ信号を計算するステッ
プと、を含み、
　前記照らすステップ、前記取得するステップ、前記処理するステップ、及び前記計算す
るステップのうちの少なくとも１つが、少なくとも１つのプロセッサによって実施される
、
　方法。
【請求項２】
　ロー画像からメタＫＧ信号を導出するステップと、
　灌流量画像からメタＫＧを導出するステップと、
　のうちの一方を更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記計算されたメタＫＧ信号を使用して血流量及び灌流量のデータを取得するステップ
を更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記メタＫＧ信号を計算する前記ステップは更に、前記取得画像を処理してコントラス
ト画像を取得し、前記関心領域内の前記コントラスト画像の平均コントラスト強度対時間
を計算することによって、前記取得画像から前記メタＫＧ信号を生成するステップを含む
、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記平均強度対時間の周波数成分を分析することにより、前記関心領域内の前記平均強
度対時間から心拍数及び拍動性情報の少なくとも一方を計算するステップを更に含む、請
求項４に記載の方法。
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【請求項６】
　前記平均強度対時間の周波数成分に基づいて、異常な組織と正常な組織とを区別するス
テップと、
　基調的な生理学的反応に関連する異常の度合いを示すステップと、
　を更に含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記関心領域の前記平均コントラスト強度対時間から計算された心拍数から心拍変動（
ＨＲＶ）情報を抽出するステップを更に含む、請求項５又は６に記載の方法。
【請求項８】
　前記関心領域の構成を変更するステップと、
　視野内の関心領域の２次元心拍数マップを生成するステップと、
　を更に含む、請求項１から７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記関心領域の構成を変更する前記ステップは、前記関心領域のサイズ及び位置の少な
くとも一方を変更するステップを含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記サンプルは、組織及び器官の一方を含む、請求項１から９のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項１１】
　前記メタＫＧ信号を計算する前記ステップは、スペックルコントラスト画像の平均強度
を使用して前記メタＫＧ信号を計算するステップを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　心拍数（ＨＲ）、心拍変動（ＨＲＶ）、ＲからＲまでの間隔（ＲＲＩ）、ＲＲＩ標準偏
差（ＲＲＩＳＤ）、収縮期血圧閾値（ＳＢｔ）、速度圧力積（ＲＰＰ）、収縮期及び拡張
期の瞬時灌流量、灌流量曲線の周波数分析及び時間－周波数分析、並びに灌流量曲線の勾
配を含む収縮性指数を含む少なくとも１つの血行動態パラメータ（ＨＳＰ）を、前記計算
されたメタＫＧに基づいて決定するステップを更に含む、請求項１から１１のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項１３】
　組織酸素含有量、ヘモグロビン含有量、及び温度を含む少なくとも１つの血行動態パラ
メータを、前記計算されたメタＫＧ信号に基づいて決定するステップを更に含む、請求項
１から１２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　メタＫＧ信号を計算するコンピュータシステムであって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと結合されてコンピュータ可読なプログラムコードを含むメモリと、を
含み、前記プログラムコードは、前記プロセッサによって実行されると、
　サンプル中の関心領域を少なくとも１つの光源で照らすステップであって、前記光源は
近赤外（ＮＩＲ）光源及び／又は可視光源である、前記照らすステップと、
　前記関心領域の画像を取得するステップと、
　前記取得画像を処理して、前記取得画像に関連付けられたメタデータを取得するステッ
プと、
　前記取得画像に関連付けられた前記メタデータから前記メタＫＧ信号を計算するステッ
プと、を含む動作を前記プロセッサに実施させる、
　システム。
【請求項１５】
　前記プロセッサは更に、前記計算されたメタＫＧ信号を使用して血流量及び灌流量のデ
ータを取得するステップを含む動作を実施する、請求項１４に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記プロセッサは更に、前記関心領域内の平均強度対時間を計算することによって、取
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得画像から前記メタＫＧ信号を生成するステップを含む動作を実施する、請求項１５に記
載のシステム。
【請求項１７】
　前記プロセッサは更に、前記平均強度対時間の周波数成分を分析することにより、前記
関心領域内の前記平均強度対時間から心拍数及び拍動性情報の少なくとも一方を計算する
ステップを含む動作を実施する、請求項１６に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記プロセッサは更に、
　前記平均強度対時間の周波数成分に基づいて、異常な組織と正常な組織とを区別するス
テップと、
　基調的な生理学的反応に関連する異常の度合いを示すステップと、を含む動作を実施す
る、
　請求項１７に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記プロセッサは更に、前記関心領域の前記平均コントラスト強度対時間から計算され
た心拍数から心拍変動（ＨＲＶ）情報を抽出するように構成されている、請求項１７又は
１８に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記プロセッサは更に、
　前記関心領域の構成を変更するステップと、
　視野内の関心領域の２次元心拍数マップを生成するステップと、を含む動作を実施する
、
　請求項１４から１９のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項２１】
　前記プロセッサは更に、前記関心領域のサイズ及び位置の少なくとも一方を変更するス
テップを含む動作を実施する、請求項２０に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記プロセッサは更に、スペックルコントラスト画像の平均強度を使用して前記メタＫ
Ｇ信号を計算する、請求項１４に記載のシステム。
【請求項２３】
　メタＫＧ信号を計算する為のコンピュータプログラム製品であって、
　コンピュータ可読なプログラムコードが実施された非過渡的コンピュータ可読記憶媒体
を含み、前記コンピュータ可読なプログラムコードは、
　サンプル中の関心領域を少なくとも１つの光源で照らすステップであって、前記光源は
近赤外（ＮＩＲ）光源及び／又は可視光源である、前記照らすステップを実施する為のコ
ンピュータ可読なプログラムコードと、
　前記関心領域の画像を取得するステップを実施する為のコンピュータ可読なプログラム
コードと、
　前記取得画像を処理して、前記取得画像に関連付けられたメタデータを取得するステッ
プを実施する為のコンピュータ可読なプログラムコードと、
　前記取得画像に関連付けられた前記メタデータから前記メタＫＧ信号を計算するステッ
プを実施する為のコンピュータ可読なプログラムコードと、を含む、
　コンピュータプログラム製品。
【請求項２４】
　前記計算されたメタＫＧ信号を使用して血流量及び灌流量のデータを取得するステップ
を実施する為のコンピュータ可読なプログラムコードを更に含む、請求項２３に記載のコ
ンピュータプログラム製品。
【請求項２５】
　前記メタＫＧ信号を計算するステップを実施する為の前記コンピュータ可読なプログラ
ムコードは更に、前記関心領域内の平均強度対時間を計算することによって、取得画像か
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ら前記メタＫＧ信号を生成するステップを実施する為のコンピュータ可読なプログラムコ
ードを含む、請求項２４に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項２６】
　前記平均強度対時間の周波数成分を分析することにより、前記関心領域内の前記平均強
度対時間から心拍数及び拍動性情報の少なくとも一方を計算するステップを実施する為の
コンピュータ可読なプログラムコードを更に含む、請求項２５に記載のコンピュータプロ
グラム製品。
【請求項２７】
　前記平均強度対時間の周波数成分に基づいて、異常な組織と正常な組織とを区別するス
テップを実施する為のコンピュータ可読なプログラムコードと、基調的な生理学的反応に
関連する異常の度合いを示すステップを実施する為のコンピュータ可読なプログラムコー
ドと、を更に含む、請求項２６に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項２８】
　前記関心領域の前記平均コントラスト強度対時間から計算された心拍数から心拍変動（
ＨＲＶ）情報を抽出するように構成されたコンピュータ可読なプログラムコードを更に含
む、請求項２６又は２７に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項２９】
　前記関心領域の構成を変更するステップを実施する為のコンピュータ可読なプログラム
コードと、視野内の関心領域の２次元心拍数マップを生成するステップを実施する為のコ
ンピュータ可読なプログラムコードと、を更に含む、請求項２３から２８のいずれか一項
に記載のコンピュータ可読なプログラム製品。
【請求項３０】
　前記関心領域の構成を変更するステップを実施する為の前記コンピュータ可読なプログ
ラムコードは、前記関心領域のサイズ及び位置の少なくとも一方を変更するステップを実
施する為のコンピュータ可読なプログラムコードを含む、請求項２９に記載のコンピュー
タプログラム製品。
【請求項３１】
　前記メタＫＧ信号を計算するように構成された前記コンピュータ可読なプログラムコー
ドは、スペックルコントラスト画像の平均強度を使用して前記メタＫＧ信号を計算するよ
うに構成されたコンピュータ可読なプログラムコードを含む、請求項２３に記載のコンピ
ュータプログラム製品。
【請求項３２】
　２波長光源を使用してメタＫＧ信号から動き関連アーチファクトを除去する方法であっ
て、
　サンプル中の関心領域を、近赤外（ＮＩＲ）光源及び可視光（ＶＬ）源で照らすステッ
プと、
　それぞれが前記ＮＩＲ光源及び前記ＶＬ源の一方に対応する２組の、前記関心領域の画
像を取得するステップと、
　前記２組の画像を処理して、ＮＩＲメタデータ及びＶＬメタデータを取得するステップ
と、
　前記ＮＩＲメタデータ及び前記ＶＬメタデータから、ＮＩＲメタＫＧ及びＶＬメタＫＧ
を、それぞれ計算するステップと、
　前記ＮＩＲメタＫＧ及び前記ＶＬメタＫＧから動き関連の共通信号成分を抽出するステ
ップと、
　前記ＮＩＲメタＫＧの前記動き関連の共通信号成分を打ち消すことにより、ノイズのな
いメタＫＧを計算するステップと、を含み、
　前記照らすステップ、前記取得するステップ、前記処理するステップ、前記計算するス
テップ、前記抽出するステップ、及び前記計算するステップのうちの少なくとも１つが、
少なくとも１つのプロセッサによって実施される、
　方法。
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【請求項３３】
　前記ノイズのないメタＫＧを計算する前記ステップは、動きアーチファクトに起因する
ノイズを除去するステップを含む、請求項３２に記載の方法。
【請求項３４】
　前記動きアーチファクトに起因するノイズは呼吸活動を含む、請求項３３に記載の方法
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
【図１】本発明概念の幾つかの実施形態によるシステムのブロック図である。
【図２Ａ】本発明概念の幾つかの実施形態による、多波長画像化技術における平均強度対
時間を示すグラフである。
【図２Ｂ】本発明概念の幾つかの実施形態による、多波長画像化技術における平均強度対
時間を示すグラフである。
【図２Ｃ】本発明概念の幾つかの実施形態による、多波長画像化技術における平均強度対
時間を示すグラフである。
【図３Ａ】本発明概念の幾つかの実施形態による、多波長画像化技術における、呼吸の影
響が除去された平均強度対時間を示すグラフである。
【図３Ｂ】本発明概念の幾つかの実施形態による、多波長画像化技術における、呼吸の影
響が除去された平均強度対時間を示すグラフである。
【図３Ｃ】本発明概念の幾つかの実施形態による、多波長画像化技術における、呼吸の影
響が除去された平均強度対時間を示すグラフである。
【図４Ａ】心臓の一連のレーザスペックル画像である。
【図４Ｂ】心臓の一連のレーザスペックル画像である。
【図４Ｃ】心臓の一連のレーザスペックル画像である。
【図５】本発明概念の実施形態による、メタＫＧ信号を表す平均強度対時間を示すグラフ
である。
【図６Ａ】収縮期の心臓の一連のレーザスペックル画像である。
【図６Ｂ】収縮期の心臓の一連のレーザスペックル画像である。
【図６Ｃ】収縮期の心臓の一連のレーザスペックル画像である。
【図７】本発明概念の実施形態による、メタＫＧ信号を表す平均強度対時間を示すグラフ
である。
【図８Ａ】拡張期の心臓の一連のレーザスペックル画像である。
【図８Ｂ】拡張期の心臓の一連のレーザスペックル画像である。
【図８Ｃ】拡張期の心臓の一連のレーザスペックル画像である。
【図８Ｄ】本発明概念の実施形態による、メタＫＧ信号を表す平均強度対時間を示すグラ
フである。
【図９Ａ】拡張期のロー画像データシーケンスの１フレームを示す画像である。
【図９Ｂ】収縮期のロー画像データシーケンスの１フレームを示す画像である。
【図９Ｃ】本発明概念の幾つかの実施形態による、メタＫＧ信号としての平均強度対時間
曲線のグラフである。
【図１０Ａ】ロー画像データシーケンスの１フレームを示す画像である。
【図１０Ｂ】指の血流速度分布を示す画像である。
【図１０Ｃ】本発明概念の幾つかの実施形態による、メタＫＧ信号としての平均強度対時
間曲線のグラフである。
【図１１Ａ】左手の２指及び右手の２指の灌流量のＬＳＩ分析速度マップを示す画像であ
る。
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【図１１Ｂ】図１１Ａの左手の２指及び右手の２指の１２秒（６０ｆｐｓ）の画像シーケ
ンスの平均強度対時間曲線（全４指の総計）を示すグラフである。
【図１１Ｃ】本発明概念の実施形態による、標準ＥＫＧと、画像シーケンスと同時に取得
された末梢酸素飽和度拍動性データと、を示すグラフである。
【図１２Ａ】図１１Ａの左の２指と、これに関連付けられた、左の２指の平均強度対時間
曲線と、を示す図である。
【図１２Ｂ】図１１Ａの左の２指と、これに関連付けられた、左の２指の平均強度対時間
曲線と、を示す図である。
【図１２Ｃ】図１１Ａの右の２指と、これに関連付けられた、右の２指の平均強度対時間
曲線と、を示す図である。
【図１２Ｄ】図１１Ａの右の２指と、これに関連付けられた、右の２指の平均強度対時間
曲線と、を示す図である。
【図１２Ｅ】左指（Ｅ及びＦ）及び右指（Ｇ及びＨ）の両方の平均強度対時間曲線の周波
数領域分析を示すグラフである。
【図１２Ｆ】左指（Ｅ及びＦ）及び右指（Ｇ及びＨ）の両方の平均強度対時間曲線の周波
数領域分析を示すグラフである。
【図１２Ｇ】左指（Ｅ及びＦ）及び右指（Ｇ及びＨ）の両方の平均強度対時間曲線の周波
数領域分析を示すグラフである。
【図１２Ｈ】左指（Ｅ及びＦ）及び右指（Ｇ及びＨ）の両方の平均強度対時間曲線の周波
数領域分析を示すグラフである。
【図１３Ａ】左手の２指及び右手の２指の灌流量のＬＳＩ分析速度マップを示す画像であ
る。
【図１３Ｂ】図１１Ａの左手の２指及び右手の２指の１２秒（６０ｆｐｓ）の画像シーケ
ンスの平均強度対時間曲線（全４指の総計）を示すグラフである。
【図１３Ｃ】本発明概念の実施形態による、標準ＥＫＧと、画像シーケンスと同時に取得
された末梢酸素飽和度拍動性データと、を示すグラフである。
【図１４Ａ】左の２指と、これに関連付けられた、左の２指の平均強度対時間曲線と、を
示す図である。
【図１４Ｂ】左の２指と、これに関連付けられた、左の２指の平均強度対時間曲線と、を
示す図である。
【図１４Ｃ】右の２指と、これに関連付けられた、右の２指の平均強度対時間曲線と、を
示す図である。
【図１４Ｄ】右の２指と、これに関連付けられた、右の２指の平均強度対時間曲線と、を
示す図である。
【図１４Ｅ】左指（Ｅ及びＦ）及び右指（Ｇ及びＨ）の両方の平均強度対時間曲線の周波
数領域分析を示すグラフである。
【図１４Ｆ】左指（Ｅ及びＦ）及び右指（Ｇ及びＨ）の両方の平均強度対時間曲線の周波
数領域分析を示すグラフである。
【図１４Ｇ】左指（Ｅ及びＦ）及び右指（Ｇ及びＨ）の両方の平均強度対時間曲線の周波
数領域分析を示すグラフである。
【図１４Ｈ】左指（Ｅ及びＦ）及び右指（Ｇ及びＨ）の両方の平均強度対時間曲線の周波
数領域分析を示すグラフである。
【図１５Ａ】左手の２指及び右手の２指の灌流量のＬＳＩ分析速度マップを示す画像であ
る。
【図１５Ｂ】左手の２指及び右手の２指の１２秒（６０ｆｐｓ）の画像シーケンスの平均
強度対時間曲線（全４指の総計）を示すグラフである。
【図１５Ｃ】本発明概念の実施形態による、標準ＥＫＧと、画像シーケンスと同時に取得
された末梢酸素飽和度拍動性データと、を示すグラフである。
【図１６Ａ】左の２指と、これに関連付けられた、左の２指の平均強度対時間曲線と、を
示す図である。
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【図１６Ｂ】左の２指と、これに関連付けられた、左の２指の平均強度対時間曲線と、を
示す図である。
【図１６Ｃ】右の２指と、これに関連付けられた、右の２指の平均強度対時間曲線と、を
示す図である。
【図１６Ｄ】右の２指と、これに関連付けられた、右の２指の平均強度対時間曲線と、を
示す図である。
【図１６Ｅ】左指（Ｅ及びＦ）及び右指（Ｇ及びＨ）の両方の平均強度対時間曲線の周波
数領域分析を示すグラフである。
【図１６Ｆ】左指（Ｅ及びＦ）及び右指（Ｇ及びＨ）の両方の平均強度対時間曲線の周波
数領域分析を示すグラフである。
【図１６Ｇ】左指（Ｅ及びＦ）及び右指（Ｇ及びＨ）の両方の平均強度対時間曲線の周波
数領域分析を示すグラフである。
【図１６Ｈ】左指（Ｅ及びＦ）及び右指（Ｇ及びＨ）の両方の平均強度対時間曲線の周波
数領域分析を示すグラフである。
【図１７Ａ】左手の２指及び右手の２指の灌流量のＬＳＩ分析速度マップを示す画像であ
る。
【図１７Ｂ】左手の２指及び右手の２指の１２秒（６０ｆｐｓ）の画像シーケンスの平均
強度対時間曲線（全４指の総計）を示すグラフである。
【図１７Ｃ】本発明概念の実施形態による、標準ＥＫＧと、画像シーケンスと同時に取得
された末梢酸素飽和度拍動性データと、を示すグラフである。
【図１８Ａ】左の２指と、これに関連付けられた、左の２指の平均強度対時間曲線と、を
示す図である。
【図１８Ｂ】左の２指と、これに関連付けられた、左の２指の平均強度対時間曲線と、を
示す図である。
【図１８Ｃ】右の２指と、これに関連付けられた、右の２指の平均強度対時間曲線と、を
示す図である。
【図１８Ｄ】右の２指と、これに関連付けられた、右の２指の平均強度対時間曲線と、を
示す図である。
【図１８Ｅ】左指（Ｅ及びＦ）及び右指（Ｇ及びＨ）の両方の平均強度対時間曲線の周波
数領域分析を示すグラフである。
【図１８Ｆ】左指（Ｅ及びＦ）及び右指（Ｇ及びＨ）の両方の平均強度対時間曲線の周波
数領域分析を示すグラフである。
【図１８Ｇ】左指（Ｅ及びＦ）及び右指（Ｇ及びＨ）の両方の平均強度対時間曲線の周波
数領域分析を示すグラフである。
【図１８Ｈ】左指（Ｅ及びＦ）及び右指（Ｇ及びＨ）の両方の平均強度対時間曲線の周波
数領域分析を示すグラフである。
【図１９】本発明概念の実施形態によるデータ処理システムのブロック図である。
【図２０】本発明概念の幾つかの実施形態による、図１９に示されたデータ処理システム
のより詳細なブロック図である。
【図２１】本発明概念の様々な実施形態による、画像を結合する動作を示すフローチャー
トである。
【図２２】本発明概念の様々な実施形態による、画像を結合する動作を示すフローチャー
トである。
【図２３】本発明概念の様々な実施形態による、画像を結合する動作を示すフローチャー
トである。
【図２４Ａ】本発明概念の幾つかの実施形態による、ブタの腸のレーザスペックル画像化
を示す図である。
【図２４Ｂ】本発明概念の幾つかの実施形態による、ブタの腸のレーザスペックル画像化
を示す図である。
【図２４Ｃ】本発明概念の幾つかの実施形態による、ブタの腸のレーザスペックル画像化
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を示す図である。
【図２４Ｄ】本発明概念の幾つかの実施形態による、ブタの腸のレーザスペックル画像化
を示す図である。
【図２５Ａ】本発明概念の幾つかの実施形態による、メタＫＧ信号の時間領域（又はスペ
クトル）分析を示すグラフである。
【図２５Ｂ】本発明概念の幾つかの実施形態による、メタＫＧ信号の時間領域（又はスペ
クトル）分析を示すグラフである。
【図２６Ａ】本発明概念の幾つかの実施形態による、メタＫＧ信号の周波数領域（又はス
ペクトル）分析を示すグラフである。
【図２６Ｂ】本発明概念の幾つかの実施形態による、メタＫＧ信号の周波数領域（又はス
ペクトル）分析を示すグラフである。
【図２７Ａ】本発明概念の幾つかの実施形態による、メタＫＧ信号の周波数－時間領域（
又はスペクトル写真）分析を示すグラフである。
【図２７Ｂ】本発明概念の幾つかの実施形態による、メタＫＧ信号の周波数－時間領域（
又はスペクトル写真）分析を示すグラフである。
【図２８Ａ】本発明概念の幾つかの実施形態による、残差メタＫＧ対時間／周波数を示す
グラフである。
【図２８Ｂ】本発明概念の幾つかの実施形態による、残差メタＫＧ対時間／周波数を示す
グラフである。
【図２９】本発明概念の幾つかの実施形態による、残差メタＫＧ信号の周波数－時間領域
（又はスペクトル写真）分析を示すグラフである。
【図３０】本発明概念の幾つかの実施形態による動作を示すフローチャートである。
【図３１Ａ】本発明概念の幾つかの実施形態による、メタＫＧから決定可能な各種の血行
動態パラメータを示す画像及びグラフである。
【図３１Ｂ】本発明概念の幾つかの実施形態による、メタＫＧから決定可能な各種の血行
動態パラメータを示す画像及びグラフである。
【図３１Ｃ】本発明概念の幾つかの実施形態による、メタＫＧから決定可能な各種の血行
動態パラメータを示す画像及びグラフである。
【図３１Ｄ】本発明概念の幾つかの実施形態による、メタＫＧから決定可能な各種の血行
動態パラメータを示す画像及びグラフである。
【図３１Ｅ】本発明概念の幾つかの実施形態による、メタＫＧから決定可能な各種の血行
動態パラメータを示す画像及びグラフである。
【図３１Ｆ】本発明概念の幾つかの実施形態による、メタＫＧから決定可能な各種の血行
動態パラメータを示す画像及びグラフである。
【図３１Ｇ】本発明概念の幾つかの実施形態による、メタＫＧから決定可能な各種の血行
動態パラメータを示す画像及びグラフである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
　次に図１３Ａから図１３Ｃを参照して、図１１Ａから図１２Ｈと同じ実験セットアップ
であるが、左の２指（図１３Ａ）の血流及び灌流が血圧計カフによって閉塞している場合
の実験セットアップの結果について説明する。左手の第３指の末梢酸素飽和度が測定され
ている。図１３Ｂは、左手の２指及び右手の２指（図１３Ａ）の１２秒（６０ｆｐｓ）の
画像シーケンスの平均強度対時間曲線を示す。図１３Ｃは、標準外部ＥＫＧと、画像シー
ケンスと同時に取得された末梢酸素飽和度拍動性データと、を示す。指の閉塞により、メ
タＫＧ信号（全４指の総計）は、標準ＥＫＧと若干異なる（７２ｂｐｍに対して６９ｂｐ
ｍ）。
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【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　次に図１６Ａから図１６Ｈを参照して、上述の図１２及び図１４とほぼ同じである分析
結果について説明する。図１６Ｂ及び図１６Ｄは、左（１６Ａ）及び右（１６Ｃ）の指の
組の平均強度対時間曲線の波形を示しており、これらは、左の２指（１６Ａ）の閉塞が緩
んだ後にはほぼ同じである。図１６Ｅ及び図１６Ｆ、並びに図１６Ｇ及び図１６Ｈは、平
均強度対時間曲線の周波数領域分析であり、この場合も、主周波数成分がＨＲであること
、並びに、左の指の組（図１６Ｅ及び図１６Ｆ）並びに右の指の組（図１６Ｇ及び図１６
Ｈ）の主周波数成分が、左の指の組の閉塞が緩んだ後に再び同一になることが示されてい
る。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８０】
　次に、本発明概念の様々な実施形態による動作について、図２１から図２３のフローチ
ャートに関して説明する。メタＫＧ信号を計算する動作はブロック２１１５から始まり、
ブロック２１１５では、サンプル中の関心領域を、少なくとも１つの光源、例えば、近赤
外（ＮＩＲ）光源及び／又は可視光源で照らす。ブロック２１２５では、関心領域の画像
を取得する。ブロック２１３５では、取得画像を処理して、取得画像に関連付けられたメ
タデータを取得する。ブロック２１４５では、取得画像に関連付けられたメタデータから
メタＫＧ信号を計算する。実施形態によっては、メタＫＧ信号は、ロー（反射画像）画像
及び灌流量（分析）画像（処理済み画像）のいずれかから計算又は導出可能である。実施
形態によっては、サンプルは、組織及び器官の一方であってよい。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８６】
　まず、図２４Ａ及び図２４Ｂを参照して、ブタの腸のレーザスペックル画像化例を説明
する。図２４Ａ及び図２４Ｂは、それぞれ、ローＮＩＲレーザスペックル画像、及びＮＩ
Ｒレーザスペックルコントラスト画像を示す。図２４Ｃ及び図２４Ｄは、それぞれ、ロー
ＶＬレーザスペックル画像及びＶＬレーザスペックルコントラスト画像を示す。図示され
るように、ローレーザスペックル画像（図２４Ａ及び図２４Ｃ）とレーザスペックルコン
トラスト画像（図２４Ｂ及び図２４Ｄ）との差は、ＶＬ画像（図２４Ｃ及び図２４Ｄ）の
場合よりＮＩＲ画像（図２４Ａ及び図２４Ｂ）の場合に顕著である。これは、ローＮＩＲ
レーザスペックル画像（図２４Ａ）よりもＮＩＲレーザスペックルコントラスト画像（図
２４Ｂ）のほうが、血流及び灌流に関してよりよい知見が得られるという事実を示してい
る。
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